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一法政大学イオンビーム工学研究所2015年度事業報告一

1. 重イオン反応解析設備

2015年度における重イオン反応解析設備の利用課

題を表 1に掲げる。9テーマ、のべ49名の利用があっ

た。主な利用者は大学院生および学部4年生である。

前年に引き線き装樅トラプルとしてCOLUMN

CURRENTの異‘iii贈大があったがビームカレント

の邸を減らすと安定化し易くなる穎向があるためそ

のように対処している。またカII迷器室内のターボ分

子ポンプ直上のゲートバルプが古く、ゲートバルプ

として機能していなかったため新規GVへの交換を

行った。現在顛調に稼働中である。犯イオン反応解

析設備の利用II寺I::Jはおおよそ650時間であった。

2 イオンビームによる固体材料の高機能化研究装置

20]5年度におけるイオンピームによる固体材料の

砂機能化研究装樅の利J.,t1課題を表2に示す。8テー

マ、延べ44名の利用があった。重イオン反応解析設

備と同様主な利用者は学生である。主なトラプルと

してti.：入梢内での水冷配箭から水漏れがあった。幸

いRP、TMPはオイル交換等で復11:1させることがで

き、真空柏はペーキングを行う 事で元の真空度に1iI

復させることが出来た。今．年もピームスキャナの故

郎が起こったがオペアンプの取り替えで対処出来

た。年度を通して概ね問題なく使J.llできており、利

川時間はおおよそ1000時間であった。

3 第34回法政大学イオンビーム工学研究所シンポジウム

20]5年12月9El（水）に第34回法政大学イオンピー

ム工学研究所シンポジウムを小金井キャンパスにて

淵1ii：した。詳細については、本報告紺の別掲記事を

ご此いただきたい。

4. イオンビーム工学セミナーの開催

2016年3月4日 （金）に主に学部学生、院生を対

象として以下のセミナーを1}fl11i；した。今回は長年窒

化ガリウムの御研究をされていて、 当研究所の運営

委員でもあった中村撤教授が2016年3月で定年退官
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されることもあり、本セミナーでの御講浙もお／頒い

した。当1:1は52名の出｝術者があった。

］．． 高誘電率絶縁膜を用いた高耐圧縦型GaNダイ

オード

法政大学 吉野理t.t 氏

2. シリコンバイポーラとGaNデバイス

法政大学 中村徹氏

5.研究の成果

所員の研究成果および研究の現状については、本

利が告・札｝に屈じJI伐した。

6 運営委員会、所員会

2015年｝文中には迎営委員会は6回、所貝会をl|旦|

耕l1ii：した。

表1 2015年度パンデグラフ加速器利用者一院

i't任者名 参）J11人数 テーマ
l.1 1本 tlt •I i!i. ]5名 イオンピームによる 1酋1 •（本表i(ii分析

西村怨'IVJ J．名
PIXEをJIlいた辿跡分析、閃）災物質分析
ERDAItl角竿Hi‘ノフトの開発

梨1J1 ―男 l2名 イオンピームを）llいた訛子材科の物性ilf-filli
中}| 微 8名 GaNへのイオンti：入とデパイスヘの応JfJ

坂本 勲 2名
機能性材料(/)イオンピーム分析及ぴ
イオンピーム改質

I:lli(1 千秋 3名
イオンi:i:．入による強誘地（本材料の地
気、強誘砲特性の研究

泊iJI：和之 7名 イオン注入試科の元紫深さ方向分析
小介浮ー・ .1名 考古学賓科の材質分析

表2 2015年度コッククロフト（タンデム）加速器利用者一跨

買任者名 参加人数 テーマ
山本 WI瑚 7名 イオンピームによる 1固1 •（本表Iliiの改質

西村智朗 l名 邸漁点ホウ •(t物微粒子の作成

梨山 一•男 l2名 化合物半祁体等へのイオンti：入によ
る砲気特性の改ilt

中村徹 8名
GaN、SiCへのイオンti;．入とデパイ
スヘの応用

坂本勲 2名 機能性材料のイオンピーム分析及び
イオンピーム改買

田沼千秋 3名 イオン ti：入による強誘電体材料•の fじ
気、強膀地特性の研究

欠陥サイトヘの化学修飾による機能化
絣方啓典 4名 を目指したナノカーボン材料およぴl)¥J

述物質へのイオン！！！！射効果の検証

ifii11・ 和之 7名
原始朕物iliと支持1，し板へのイオン
ヒ・ーム照射の影岬


